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Var． Max． chin 1）eriod
1 13．8 14．750．615542
2 13．8 14．350．6428十
3 14．55 15．0 0．340十
4 13．6 14．5 0．6十　　『
5 12．0 12β o　匿　齢　　　　O　r　●
6 13．3 14．5 0．6十　　｛
7 13．3 14．50．6495191
8 12．0 12・7 ．　9　●　　　　・　，　．
9 12．7 13．3 ，　，　●　　　　o　冒　●
．10 13．3 14．6 0．6士
11 12．65 13．9 ●　．　9　　　電　，　o
12 14．2 14．5 o　■　．　　　9　9　幽
13 13．4 14．550．6725203
14 13．8 15．5 200．0
15 14．0 14．550．3十
16 14．0 14．450β24十
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二種類ある・即ち一一　［t長い極小光度で，
他は短かい極小光度である・今長い極小
の後の極大な（1）Sし短かい極小のすぐ
後の極大な（II）Eすれば，1tOl年から
1912年までの極大ば次の式であら匡され
る・自口ち
極大一
P：9：：21；識｝・・7・・3E
この亭均の偏差に，爾極大について夫々
±7・dI及び±10・d1てあるが，1913年
になって突然，位相のすれが起って即ち
糸勺54　日は1かり早く起る事〔：なつナ：　19
13－1923の間でば
極大一 ﾗlll蛾｝・・・・・…E
によってあら匡される，芝ド均の偏差山
手10．dOである・
　位相の突然の攣化ば長週期憂光星でば
めずらしい現象であろが、此の星の揚繭
には長い極小t短かい極小tが1912一
難．鞠ゆ6＿8窃働譲跳2。。。働階eSee⑤
“e2
o．es
輸醐2・
一二
の。．も
????????????
0
??
???????????
ee
　ee
！．e・
eeee
　e
e
　e
！謬鯉御ゆβρ♪1飽　yg／s一！舞ρfblzs”’
雑 報 517
1913に突然交換しナこミ考へるミ観明がつ
く，、極小の種類が入れかわるS云ふ現象
にRVTauri型の攣光星ににめづらし
くない・
RR　Gemirorum
の週期の攣化
　此の星にハーバートの珍名法で071531
S随ふ星であって，週期の固くみじかな
星圃型セフエイド鍵光星である・モスU
一天丈i藪のBla・ko，ハムプル・1’天文墓の
Graff，佛蘭西のLuizetなε’によって観
測され，研究され7二が、その観測材料は
1892年頃からある・雌頃2x・eバート天文
盛のW，：F。II．　Waterfield　S云ふ入が最：
近までの魏測材料為集めて研究し7こ結果
によるピ，此の星の週期1工1910年頃から
急激1こ減少し唱てるるt言ふ面白い結果な
得てのる．（Harvard　Bulletin　848）週期な
O．a　39726708剥して計算しナ：極大の時S
観測から得7こ極大の時ピ々圖［：プロット
して見る定前事の圖の如くなる・セブエ
イド愛光星のうちにに週期的に其の週期
が墾化する星ばままあるが，RRGem
の週期の油化匡週期的ミもみられ，ないや
うだ・こんな奇妙な攣化す示す星に，特
1：星團型のセフエイドでにこれほごくわ
しく研究されナこ星がないだけに，面白い．
　圖の攣化な式であら（tすt
　極大＝J・D・（G・HM．T）2419S21・947
　　　十〇．d　39726708E
　　　　　一一〇．d　ooooooooi383E－2
京大天女蔓の16センチ窟眞鏡
　30センチク）P　P屈折望遽鏡の設置に共
って，33‘ヒンチ反射望遠鏡1ミ，天交盛の
庭に移韓して，＝移動式覆1：よって露天同
様1こ使ひ得る檬1こなつ7：‘　33セン『チLゐρ篇
眞用ピして使用しナこい計盤にあっ7：が・
今回屋外におかれ7こので使用上好條件ピ
なつナこので爲占用の反射鏡を作る事εな
つ’箔?E焦心距離はペルゲドルフのf3鏡
にならってf3為操用し　ロ径に試瞼的
であるので16センチ為選んだ，
　作業は割合に簡輩にすみ最：大島差0・03
ミリ内の正確なる勉物線i：修正tiられ，
西村製作所での工作な終って，去る十月
始より・試面的に種々の爲眞がピれて居
る・33センチ赤道儀の赤緯軸の重量の端
に取付けられ筒長に僅か50センチに過ぎ
ない・短焦黙であるから爲翼速度に驚く
べきもので約十分で大低のものば亡れ
る・日野の直謝は絢5度目ヒつてあるが
過f3で完奄な像の出來るのに約30分i：
過ぎない・f4に絞れば二度4島は有敷に
使用し得る．33センチが案内官府鏡Sし
て使用aられ爲眞速度が高いので微光天
髄の撮影には今後充分有力なる働きなす
るであらう定稿ふ・微光の彗星の掃索憾
言則カミ主なる1］的である，（中村）
